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第１章  計画の基本的な考え方 

 

第１節  計画の基本理念 

 
本町では、「夢響きあう元気の郷」の実現に向け、平成 18 年 3 月に邑南町第１

次総合振興計画を策定しました。振興計画においては、町の将来像として、次の６

点をあげています。 

①地域をつなぐ利便性の高い町 

②地域資源を活かした元気な産業の町 

③自然と共生の環境にやさしい町 

④こころ響きあい健やかに暮らす町 

⑤いきいきと心豊かに学ぶ町 

⑥夢語る新コミュニティの町 

これらの将来像を実現するために各種計画や事業が展開されていきますが、安全

で安心な町づくりを展開していくには、交通安全の確保は重要な要素です。 

これまで、交通安全対策の総合的かつ計画的な推進を図るため、交通安全対策基

本法（昭和４５年法律第１１０号）に基づき、７次にわたり国の交通安全基本計画、

島根県交通安全計画及び市町村計画（旧羽須美村、旧瑞穂町、旧石見町において策

定）が策定され、昭和４６年以降、国、県をはじめとして各市町村、関係民間団体

等において各般にわたる交通安全対策が強力に実施されたところであります。 

島根県においては、平成 18 年度を初年度として第８次交通安全計画が策定され

ました。邑南町においても、この島根県の計画を基本とし、また、合併前に旧３町

村で定めていた第 7 次計画を引き継ぎ、第８次邑南町交通安全計画を策定し、実効

性のある対策を重点的かつ計画的に推進します。 

 

第２節  計画の性格・期間 

 
この計画は、交通安全対策基本法の定めるところにより、島根県の第 8 次交通安

全計画に基づき、邑南町内における陸上交通の安全に関する総合的かつ長期的な施

策の大綱を定めたものであります。 

この計画の期間は、平成 18 年度から平成 22 年度までの 5 年間とします。 
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第３節  交通安全対策の分野 

 
本計画においては、「道路交通」、「踏切道における交通」の分野ごとに、計画期間

内に達成すべき数値目標を設定するとともに、その実現を図るために講じるべき施

策を明らかにしていきます。 

 

第４節  交通安全基本計画における目標 

 

 交通事故がもたらす人命、心身の損傷、社会的・経済的損失を考えると、交通事故

のない社会を達成することが究極の目標ですが、平成１５年に設定された国の「10

年間で交通事故死者数を 5,000 人以下とし、世界一安全な道路交通の実現を目指す」

という目標を踏まえつつ、島根県の目標が設定されました。 

 邑南町においては、県の目標を踏まえ次のとおり設定します。 

 

I 道路交通の安全についての目標 

 

 

 

II 踏切道における交通安全についての目標 

 

 

年 間 目 標 

踏切事故件数      ゼロ（県、ゼロ） 

年 間 目 標 

① 交通事故死者数     ゼロ（県、50 人以下） 

② 交通事故死傷者数    40 人以下（県、3,300 人以下） 

※人口割合では、57 人以下 

③ 高齢者交通事故死者数  ゼロ（県、20 人以下） 
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第２章  道路交通の安全 

 

第１節  道路交通事故のない町を目指して 

 
安全で安心な社会を実現させ、町民すべての人々が、相互理解と思いやりをも

って行動する交通社会を目指すため、死者数の一層の減少と、事故そのものの減

少に向けて積極的に取り組む必要があります。 

また、我が国では欧米諸国と比較して、交通事故死者数に占める歩行者の割合

が高くなっており、人優先の交通安全思想の下、歩道の整備等により歩行者の安

全確保を図ることが重要であります。交通安全は地域社会と密接な関係を有する

ことから、地域の交通事情等を踏まえた上で、行政、学校、家庭、団体等の連携

強化と、住民が交通安全に関する各種活動に様々な形で参加していくことが有効

です。 

 

I 道路交通事故の現状 

 
１ 死者数 

 

島根県の交通事故による死者数は、昭和 44 年に 134 人と最多を記録し

ましたが、昭和 45 年以降減少傾向に向かい、昭和 56 年には 50 人までに

減少しました。しかしながら、以後増加傾向を示し、平成 2 年には 10 年ぶ

りに 80 人を超えました。 

その後、平成 8 年の 81 人をピークに平成 16 年には 47 人と、昭和 33

年以来 46 年ぶりに 40 人台にまで減少しました。しかし、平成 17 年には

69 人と再び増加に転じました。 

邑南町の過去 17 年間をみてみると、平成 2 年の 3 人が最高で、その後は、

０から 2 人までで推移しています。 

邑南町交通事故死者数

0

1

2

3

4

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 （年）

（人）
死者数

※平成 16 年 10 月に町村合併。以前の数値は、旧町村の数値を合計したもの。 
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２ 交通事故発生件数及び負傷者数 

 

島根県内においては、交通事故発生件数及び負傷者数は、それぞれ昭和 44

年に 4,341 件、5,577 人と死者数と同様にピークを記録し、その後減少傾

向を続けながら、昭和 59 年には発生件数 2,290 件、負傷者数 2,832 人ま

で減少しました。 

その後、増減を繰り返しながら徐々に増勢に転じました。過去 10 年では

平成 13 年の 3,376 件、3,899 人をピークに減少を続け、平成 17 年には、

発生件数 3,017 件、負傷者数 3,502 人と、発生件数は 4 年連続の減少とな

っています。 

邑南町においては、平成元年からの記録をみてみると、平成 8 年の事故発

生件数が 39 件、負傷者数が 61 人と最高となっていますが、全体的に横ば

いに推移しています。 

 

邑南町交通事故発生件数及び負傷者数
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発生件数

負傷者数

 

 

II 道路交通を取り巻く状況の展望 

 

少子高齢化の傾向は、今後も続くことが予測され、これに伴って、町内の免許

保有者も高齢者の割合が高くなってきます。島根県内では高齢者の事故が増えて

いることを考慮すると、総合的な高齢者対策が重要となります。 

 

※平成 16 年 10 月に町村合併。以前の数値は、旧町村の数値を合計したもの。 
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第２節  道路交通の安全についての対策 

 
１ 道路交通環境の整備 

 

道路交通環境の整備については、これまでも警察や道路管理者等、関係機

関の連携による対策を推進してきたところでありますが、今後は、これまで

の対策に加え、少子高齢化等の社会情勢の変化に対応し、身近な生活道路を

はじめとして人優先の道路交通環境整備の強化を図っていく必要があります。 

 

(1) 人優先の安全・安心な歩行空間の整備 

 

これまでの交通安全対策は、主として「車中心」の対策であり歩行者

の視点からの道路整備や交通安全対策は十分とはいえません。 

このため、高齢者や子どもをはじめとする歩行者や自転車利用者の安

全確保のため、通学路等の歩道整備をはじめ、歩行空間等のバリアフリ

ー化など、人の視点に立った交通安全対策を推進します。 

 

(2) 地域住民等と一体となった道路交通環境の整備 

 

道路交通の安全は道路利用者の生活・社会活動等に密接に関係するた

め、地域の道路環境や利用実態及び交通状況等を確認し、地域の実情に

あった道路交通環境の整備を行います。 

 

(3) 効果的で重点的な事故対策の堆進 

 

事故危険箇所においては、道路改良や安全施設等の設置を行うととも

に、社会的に大きな影響を与える重大事故が発生した際には、警察署等

関係機関と連携し、速やかに当該箇所の調査を行うとともに、発生要因

に即した対策を早急に実施し、事故の再発防止に努めます。 

 

(4) 円滑・快適で安全な道路交通環境の整備 

 

安全な道路交通環境の実現に当たっては、道路を円滑・快適に利用で

きることが必要であり、道路の使用・占用の適正化等により、道路交通

の円滑化を図ります。 

 

(5) 災害に備えた道路交通環境の整備 

 

豪雨等の異常気象時においても安全で信頼性の高い道路網を確保す
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るため、法面等の防災対策をはじめ、地域の生命線となる道路の整備を

行うとともに、災害発生時においては、道路の被災状況等を迅速かつ的

確に収集し、復旧や迂回路等の確保と利用者等への情報提供を行います。 

 

２ 交通安全意識の普及徹底 

 

交通安全教育は自他の生命尊重という理念の下に、交通安全意識の向上と

交通マナーの習得が目的であり、個々の成長過程に合わせた生涯にわたる学

習が大切です。 

このため、幼児から成人に至るまで、心身の発達段階やライフステージに

応じた段階的かつ体系的な交通安全教育を行う必要があります。 

 

(1) 段階的かつ体系的な交通安全教育の堆進 

 
① 幼児に対する交通安全教育 

幼児に対する交通安全教育は、心身の発達段階や地域の実情に応じ

て、基本的な交通ルールと交通マナーの習得をはじめ、日常生活にお

いて安全に道路を通行するために必要な基本的技能と知識の習得を目

標とします。 

そのために、専門的知識を有する交通安全指導員の活用を図るとと

もに、家庭における教育はもとより、地域をはじめ関係機関・団体等

と連携・協力を図りながら、日常の教育・保育活動のあらゆる場面に

おける交通安全教育を推進します。 

 

② 児童に対する交通安全教育 

児童に対する交通安全教育は、心身の発達段階や地域の実情に応じ

て、歩行者及び自転車利用者として必要な技能と知識の習得をはじめ、

道路の交通状況に応じて安全に通行するための危険予測と、これを回

避し安全に通行するための意識と能力の高揚を目標とします。 

そのために、家庭における教育はもとより、地域をはじめ関係機関・

団体等と連携・協力を図りながら、学校教育活動全体を通じて、歩行

者としての心得、自転車や乗り物の安全な利用、危険の予測と回避、

交通ルールの意味及び必要性等についての交通安全教育を実施します。 

 

③ 生徒に対する交通安全教育 

生徒に対する交通安全教育は、日常生活における交通安全に必要な

技能と知識の十分な習得はもとより、道路を通行する場合は思いやり

をもって、自己の安全ばかりでなく、他人の安全にも配慮できるよう

な意識の高揚を目標とします。 

そのために、家庭における教育はもとより、地域をはじめ関係機関・
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団体等と連携・協力を図りながら、学校教育活動全体を通じて、歩行

者としての心得、自転車の安全な利用、自動車等の特性、危険の予測

と回避、標識等の意味、応急手当等についての交通安全教育を実施し

ます。 

 

④ 高齢者に対する交通安全教育 

高齢者に対する交通安全教育は、加齢に伴う身体機能の変化が歩行

者又は運転者としての交通行動に及ぼす影響を理解させるとともに、

道路の交通状況に応じて安全に通行するための実践的技能と交通ルー

ル等の知識習得を目標とします 

高齢者に対する交通安全教育を推進するため、参加・体験・実践型

の交通安全教育を推進するとともに、反射材等、交通安全用品の普及

にも努めます。 

また、高齢運転者に対しては、関係機関・団体等と連携し、個別に

安全運転の指導等を行う講習会等の受講機会の拡大を図るとともに自

発的な受講促進に努めます。 

 

⑤ 障害者に対する交通安全教育 

障害者に対しては、交通安全に必要な技能と知識の習得のため、地

域における福祉活動の場や町内の福祉施設において、障害の程度に応

じた交通安全教育を推進します。 

 

⑥ 効果的な交通安全教育の堆進 

交通安全教育を行うに当たっては、歩行者等が安全に道路を通行す

るために必要な技能や知識を習得することはもとより、その必要性に

ついて理解するため、参加・体験・実践型の教育方法を積極的に活用

します。 

 

(2) 交通安全に関する普及啓発活動の堆進 

 
① 高齢者の交通事故防止対策の推進 

高齢者が安全かつ安心して外出したり移動できるよう、高齢者に交

通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣づけるとともに、高

齢運転者の安全意識を高めるため、高齢者マークの積極的な使用の推

進を図ります。 

さらに、他の年齢層には、高齢者を守る思いやりのある運転意識の

定着を図るため、各種広報媒体を利用し、広く町民に浸透するよう積

極的な広報啓発活動を展開します。 
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② 交通安全運動の推進 

町民一人ひとりに広く交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルー

ルの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付けるため、関係機関・団

体等との連携により交通安全運動を組織的・継続的に展開します。 

交通安全運動の実施に当たっては、事前に、運動の趣旨、実施期間、

重点目標、実施計画等について広く住民に周知し、住民参加型運動の

充実・発展を図ります。 

 

③ 自転車の安全利用の推進 

夕暮れ時から夜間にかけて自転車の重大事故が多発する傾向にある

ことを踏まえ、自転車の灯火点灯を推進します。 

 

④ シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底 

シートベルトとチャイルドシートの着用効果と正しい着用方法につ

いて、関係機関・団体等との連携により積極的に普及啓発活動を展開

します。 

 

⑤ 夜光反射材の普及促進 

夜間における歩行者と自転車利用者の事故防止に効果が期待できる、

夜光反射材の普及推進に努めます。 

 

⑥ 飲酒運転追放 

「飲んだら乗らない、乗るなら飲まない・飲ませない」の飲酒運転

追放三ない運動を推進します。 

 

⑦ 効果的な広報の実施 

交通安全に関する広報については、日常生活に密着した内容はもと

より、具体的で訴求力の高い広報を実施します。 

広報の方法としては、町広報紙のほか、防災無線、インターネット

利用して効果的な広報を実施します。 

 

(3) 交通の安全に関する民間団体等の主体的活動の堆進等 

 

交通安全指導員や交通安全母の会等の交通ボランティアに対して、その

主体的な活動及び相互間の連終協力体制の整備を促進します。 
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第３章  踏切道における交通の安全 

 

第１節  踏切事故のない町を目指して 

 
島根県では、踏切事故の減少に向けて、第 7 次島根県交通安全計画及び第 7 次

島根県踏切事故防止総合対策に基づき、踏切道の改良等の安全対策の推進に取り

組んできましたが、依然、踏切事故は鉄道の運転事故の半数以上を占め、第 4 種

踏切（遮断機も警報機もない踏切）をはじめ、改良すべき踏切道がなお残されて

いる現状にあります。 

こうした現状を踏まえ、邑南町としても、関係機関と連携を図りながら、踏切

事故防止対策を総合的かつ積極的に推進することにより、踏切事故のない町を目

指します。 

 

I 踏切事故の状況 

県内の踏切事故（鉄道の運転事故のうち、踏切障害及びこれに起因する列車事

故をいう。）は、平成 13 年度から平成 17 年度まで（第７次交通安全計画期間）

の発生件数が 23 件、死傷者数は 15 人であり、平成 8 年度から平成 12 年度ま

で（第６次交通安全計画期間）の発生件数 22 件及び死傷者数 10 人と比較して、

発生件数、死傷者数ともに増加しています。 

 

II 近年の踏切事故の特徴 

近年の踏切事故の特徴としては、原因別でみると、直前横断によるものが半数

以上を占めており、また、衝撃物別では自動車と衝突したものが半数以上を占め

ています。 

 

 

第２節  踏切道における交通安全対策 

 

I 関係機関との連携 

踏切道の現状を確認し、安全対策等が必要な場合には、関係機関と連携を図り

ながら、必要な対策を求めていきます。 

 



 


